
事業シート（令和６年度決算ベース。令和７年６月作成。）

全体
通番

款 項 目 事業コード
会計
区分

事業名称
R6予算事業名

（５計事業名称と異なる場合に記載）
担当課名 ページ

425 11 1 1 [00001241]1 一般会計 林道災害復旧事業（繰越分） 農林水産課 3

426 11 1 1 [00000990]1 一般会計 県単林道災害復旧事業（繰越分） 農林水産課 5

427 11 1 2 [00001523]1 一般会計 農地農業用施設災害復旧事業（繰越分） 農林水産課 7

428 11 2 1 [00000625]1 一般会計 土木施設災害復旧事業（繰越分） 都市建設課 9
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予算科目（款項目） - - -

（ ）

1補助金

2貸付（貸付先）

令和６年度決算 作成時期/令和7年6月

事業シート（概要説明書）

林道災害復旧事業（繰越分） 事業開始年度 令和６年度
戦略
該当 ×

市民提案
関連 ×

予算事業名

11 1 1 [00001241]1 一般会計

5計№
５か年計画上の
事業期間（令和）

根拠法令等
林道規定、道路構造令、道路土工指針、林道事業補助金交付要
領

この事業の
全体計画

上位施策事業名

関係個別計画名 担当課名 農林水産課

事務区分 1自治事務/ 2法定受託事務 1自治事務 係名 森林保全係

対象者数（全住民に対する割合）

30,290 人 100.0 ％

1直接実施 1直接実施

2業務委託（全部・一部）

（予算） R6年度 （実績見込） R5年度 （実績） R4年度 （実績） R3年度 （実績）

人 0 千円 0.4 人 2,392

R3年度 （決算）

千円 7,110 千円 千円 千円

R7年度 （予算） R6年度 （決算見込） R5年度

千円 人 0 千円 人 0 千円 人 0 千円

再任用職員 人 0 千円 人 0 千円 人 0 千円 人 千円 人 千円
会計年度任用職

員等 人 報酬は事業費欄に記載 人
報酬は事業費欄に
記載 人 報酬は事業費欄に記載 人

報酬は事業費欄に
記載 人

報酬は事業費欄に
記載

人 0.0合計 0.0 人 0.4 人

千円 千円

人

総事業費 0 千円 9,502 千円 0 千円 0 千円 0 千円

人
件
費

0.0 人 0.0

千円

千円

千円 400 千円 千円 千円 千円

千円 千円

千円
繰越事業費等充当財源繰
越額

一般財源 0 千円 2,392 千円 0 千円 0 千円 0 千円

その他特財
千円 6,710 千円 千円

0 千円0 千円 9,502 千円 0 千円 0 千円

実施の背景
現年発生の林道災害の復旧事業を国の補助金を受け実施するもの。

目　的
（何をどうしたいの

か）

被災した林道を復旧する。

対　象
（誰・何を
対象に）

市営林道

実施方法

第4次5か年計
画の内容

事
業
概
要

事業内容
（手段、手法な

ど）

道路災害復旧工事

3指定管理（指定管理者）

直接補助の場合
（補助先）

間接補助の場合
（実施主体）

R7年度

関連事業
（同一目的
事業等）

事
業
費

内訳

【工事請負費】
道路災害復旧工事前払
金
7,110,000円

事業費合計

（決算） R4年度 （決算）

千円

コ
ス
ト

財源

内訳

財源合計

地方債

国県支出金

担当正職員
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予算科目（款項目） - - - 令和６年度決算 作成時期/令和7年6月

事業シート（概要説明書）

林道災害復旧事業（繰越分） 事業開始年度 令和６年度
戦略
該当 ×

市民提案
関連 ×

予算事業名

11 1 1 [00001241]1 一般会計

/ / / / /

/ / / / /

/ / / / /

/ / / / /

/ / / / /

/ / / / /

/ / / / /

1

【活動指標名】（実績値/目標値） 現況値 単位 R7年度（予算） R6年度（見込） R5年度 R4年度 R3年度

現況値の時点 設定根拠

箇所 1 0

現況値の時点 設定根拠

現況値の時点 設定根拠

現況値の時点 設定根拠

単位当たり
コスト

／ 千円

【成果指標名】（実績値/目標値） 現況値 単位 R7年度（予算） R6年度（見込） R5年度 R4年度 R3年度

箇所 1 0 1

現況値の時点 設定根拠

現況値の時点 設定根拠

現況値の時点 設定根拠

自己評価
（担当課

による評価）

1不要・凍結　2国・県・広域が実施
3要改善　　　4現行どおり・拡充

4現行どおり・拡充

台風や集中豪雨等により災害が発生した場合には、国の補助金事業を活用して林道復旧に努める。

特記事項

災害復旧工事箇所

災害復旧工事箇所

事
業
の
自
己
評
価

比較参考値
（他自治体での
類似事業の例

など）

事
業
実
績

活動実績

事
業
成
果

成果
（目標達成

状況）

今後の事業の
方向性、課題

等
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予算科目（款項目） - - -

（ ）

1補助金

2貸付（貸付先）

令和６年度決算 作成時期/令和7年6月

事業シート（概要説明書）

県単林道災害復旧事業（繰越分） 事業開始年度 令和６年度
戦略
該当 ×

市民提案
関連 ×

予算事業名

11 1 1 [00000990]1 一般会計

5計№
５か年計画上の
事業期間（令和）

根拠法令等
林道規定、道路構造令、道路土工指針、林道事業補助金交付要
領

この事業の
全体計画

上位施策事業名

関係個別計画名 担当課名 農林水産課

事務区分 1自治事務/ 2法定受託事務 1自治事務 係名 森林保全係

対象者数（全住民に対する割合）

30,290 人 100.0 ％

1直接実施 1直接実施

2業務委託（全部・一部）

（予算） R6年度 （実績見込） R5年度 （実績） R4年度 （実績） R3年度 （実績）

人 0 千円 0.4 人 2,392

R3年度 （決算）

0 千円 19,000 千円 0 千円 0 千円 0 千円

R7年度 （予算） R6年度 （決算見込） R5年度

千円 人 0 千円 人 0 千円 人 0 千円

再任用職員 人 0 千円 人 0 千円 人 0 千円 人 千円 人 千円
会計年度任用職

員等 人 報酬は事業費欄に記載 人
報酬は事業費欄に
記載 人 報酬は事業費欄に記載 人

報酬は事業費欄に
記載 人

報酬は事業費欄に
記載

人 0.0合計 0.0 人 0.4 人

千円 千円

人

総事業費 0 千円 21,392 千円 0 千円 0 千円 0 千円

人
件
費

0.0 人 0.0

千円

千円

林道施設災害復旧事業補
助金（繰越分）

千円 10,200 千円 千円 千円 千円

千円 7,600 千円

千円

繰越事業費等充当財源繰
越額

一般財源 0 千円 2,392 千円 0 千円 0 千円 0 千円

その他特財
千円 1,200 千円 千円

0 千円0 千円 21,392 千円 0 千円 0 千円

実施の背景
現年発生の林道災害の復旧事業を千葉県の補助金を受け実施するもの。

目　的
（何をどうしたいの

か）

被災した林道を復旧する。

対　象
（誰・何を
対象に）

市営林道

実施方法

第4次5か年計
画の内容

事
業
概
要

事業内容
（手段、手法な

ど）

道路災害復旧工事

3指定管理（指定管理者）

直接補助の場合
（補助先）

間接補助の場合
（実施主体）

R7年度

関連事業
（同一目的
事業等）

事
業
費

内訳

【工事請負費】
災害復旧工事

事業費合計

（決算） R4年度 （決算）

コ
ス
ト

財源

内訳

財源合計

地方債

国県支出金

担当正職員
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予算科目（款項目） - - - 令和６年度決算 作成時期/令和7年6月

事業シート（概要説明書）

県単林道災害復旧事業（繰越分） 事業開始年度 令和６年度
戦略
該当 ×

市民提案
関連 ×

予算事業名

11 1 1 [00000990]1 一般会計

/ / / / /

/ / / / /

/ / / / /

/ / / / /

/ / / / /

/ / / / /

/ / / / /

1

【活動指標名】（実績値/目標値） 現況値 単位 R7年度（予算） R6年度（見込） R5年度 R4年度 R3年度

現況値の時点 設定根拠

箇所 1

現況値の時点 設定根拠

現況値の時点 設定根拠

現況値の時点 設定根拠

単位当たり
コスト

／ 千円

【成果指標名】（実績値/目標値） 現況値 単位 R7年度（予算） R6年度（見込） R5年度 R4年度 R3年度

1 1

現況値の時点 設定根拠

現況値の時点 設定根拠

現況値の時点 設定根拠

自己評価
（担当課

による評価）

1不要・凍結　2国・県・広域が実施
3要改善　　　4現行どおり・拡充

4現行どおり・拡充

台風や集中豪雨等により災害が発生した場合には、千葉県の補助金事業を活用して林道復旧に努める。

特記事項

災害復旧工事箇所

災害復旧工事箇所

事
業
の
自
己
評
価

比較参考値
（他自治体での
類似事業の例

など）

事
業
実
績

活動実績

事
業
成
果

成果
（目標達成

状況）

今後の事業の
方向性、課題

等
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予算科目（款項目） - - -

（ ）

1補助金

2貸付（貸付先）

令和６年度決算 作成時期/令和7年6月

事業シート（概要説明書）

農地農業用施設災害復旧事業（繰越分） 事業開始年度
戦略
該当 ×

市民提案
関連 ×

予算事業名

11 1 2 [00001523]1 一般会計

5計№
５か年計画上の
事業期間（令和）

根拠法令等
農林水産業施設復旧事業国庫補助の暫定措置に関する法律 この事業の

全体計画

上位施策事業名

関係個別計画名 担当課名 農林水産課

事務区分 1自治事務/ 2法定受託事務 1自治事務 係名 農地整備係

対象者数（全住民に対する割合）

30,290 人 100.0 ％

1直接実施 1直接実施

2業務委託（全部・一部）

（予算） R6年度 （実績見込） R5年度 （実績） R4年度 （実績） R3年度 （実績）

0.6 人 3,589 千円 0.4 人 2,392

R3年度 （決算）

26,643 千円 3,720 千円 7,723 千円 千円 6,666 千円

R7年度 （予算） R6年度 （決算見込） R5年度

千円 0.3 人 1,734 千円 人 0 千円 0.4 人 2,222 千円

再任用職員 人 0 千円 人 0 千円 人 0 千円 人 千円 人 千円
会計年度任用職

員等 人 報酬は事業費欄に記載 人
報酬は事業費欄に
記載 人 報酬は事業費欄に記載 人

報酬は事業費欄に
記載 人

報酬は事業費欄に
記載

人 0.4合計 0.6 人 0.4 人

千円 千円 6,384

人

総事業費 30,232 千円 6,112 千円 9,457 千円 0 千円 8,888 千円

人
件
費

0.3 人 0.0

千円

千円
現年発生補助災害復旧負担金
（繰越分）

農地農業用施設災害復旧事業査
定設計委託費等補助金

現年発生補助災害復旧負担
金（繰越分）

千円 千円 千円 千円 千円

25,813 千円 千円 3,835

千円
農地農業用施設災害復旧事業分
担金

繰越事業費等充当財源繰越
額

農地農業用施設災害復旧事業分
担金

一般財源 3,931 千円 2,392 千円 2,569 千円 0 千円 2,504 千円

その他特財
488 千円 3,720 千円 3,053 千円

8,888 千円30,232 千円 6,112 千円 9,457 千円 0 千円

実施の背景
現年発生の農地及び農業用施設の復旧事業を国の補助を受け実施するもの。

目　的
（何をどうしたいの

か）

被災した農地及び農業用施設を復旧する。

対　象
（誰・何を
対象に）

受益農家及び全市民
※農地の災害復旧事業は個人所有につき分担金を徴収する。
※農道や排水路の農業用施設災害復旧事業は公共性が高いため受益農家から分担金は徴収しない。

実施方法

第4次5か年計
画の内容事

業
概
要

事業内容
（手段、手法な

ど）

Ｒ５年発生災害復旧工事の
実施(未完了)
※Ｒ５→Ｒ６へ明許繰越
※Ｒ６→Ｒ７へ事故繰越
・農地災害6件
・農業用施設災害5件
※うち農地・農業用施設災
害として合併施工　4件、農
地災　2件、施設災　1件

Ｒ５年発生災害復旧工事
の実施(未完了)
※Ｒ５→Ｒ６へ明許繰越
※Ｒ６→Ｒ７へ事故繰越
・農地災害6件
・農業用施設災害5件
※うち農地・農業用施設
災害として合併施工　4
件、農地災　2件、施設災
1件

※Ｒ５→Ｒ６へ明許繰越
農地及び農業要施設の復旧事
業を国の補助を受け実施す
る。　・農地災害　6件　・農業用
施設災害　5件　　被災箇所　・
太尾地区(農道)・太田学地区
（田）・太尾地区(田) ・花房地区
(田及び排水路)・川代地区(田
及び排水路)・貝渚地区(田及び
排水路)・打墨地区（田及び排
水路）
※工事については令和６年度
に実施見込

R元年発生災害復旧工事
の実施
うち、未完了分
※R元→R2に明許繰越
※R2→R3に事故繰越

・農業用施設災害　1件
被災箇所
・打墨（排水路）

3指定管理（指定管理者）

直接補助の場合
（補助先）

間接補助の場合
（実施主体）

R7年度

関連事業
（同一目的
事業等）

事
業
費

内訳

総事業費30,363,000－前払
金3,720,000＝26,643,000円
発生件数
・農地災害　6件
・農業用施設災害　5件

総事業費30,363,000円
（前払金 1件3,720,000円
のみ支出)
●太田学地内農地災害
復旧工事前払金
3,720,000円
発生件数
・農地災害　6件
・農業用施設災害　5件

【測量委託費】 4,103千円
【設計委託費】 3,993千円

※次年度発注の為工事請
負費については未決定

●打墨地区　農業用施設
災害復旧工事 6,666千円
（完了）

契約額9,405千円－前払
金3,760,千円＋変更増額
1,021千円＝6,666千円

事業費合計

（決算） R4年度 （決算）

コ
ス
ト

財源

内訳

財源合計

地方債

国県支出金

担当正職員

- 7 -



予算科目（款項目） - - - 令和６年度決算 作成時期/令和7年6月

事業シート（概要説明書）

農地農業用施設災害復旧事業（繰越分） 事業開始年度
戦略
該当 ×

市民提案
関連 ×

予算事業名

11 1 2 [00001523]1 一般会計

/ / / / /

/ / / / /

/ / / / /

/ / / / /

/ / / / /

/ / / / /

/ / / / /

11

【活動指標名】（実績値/目標値） 現況値 単位 R7年度（予算） R6年度（見込） R5年度 R4年度 R3年度

現況値の時点 設定根拠

11 11 11 11

現況値の時点 設定根拠

現況値の時点 設定根拠

現況値の時点 設定根拠

単位当たり
コスト

／ 千円

【成果指標名】（実績値/目標値） 現況値 単位 R7年度（予算） R6年度（見込） R5年度 R4年度 R3年度

現況値の時点 設定根拠

現況値の時点 設定根拠

現況値の時点 設定根拠

自己評価
（担当課

による評価）

1不要・凍結　2国・県・広域が実施
3要改善　　　4現行どおり・拡充

4現行どおり・拡充

　事業のうち、測量、設計、災害査定までを令和５年度に行い、工事については年度内の完了が困難であったため、予算を令和６年度へ
明許繰越し、事業を継続した。
　令和６年度については、災害復旧する農地の地権者及び耕作者から、耕作を行いたい旨の申出があった。加えて既に耕作を始めてし
まった農地もあったことから、現場への進入路確保ができなくなり、工期確保ができず完成が見込めないため令和７年度へ事故繰越し、
事業を継続した。

特記事項

被災箇所

事
業
の
自
己
評
価

比較参考値
（他自治体での
類似事業の例

など）

事
業
実
績

活動実績

事
業
成
果

成果
（目標達成

状況）

今後の事業の
方向性、課題

等
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予算科目（款項目） - - -

（ ）

1補助金

2貸付（貸付先）

繰越事業費等充当財源繰
越額

千円 0 千円

0 千円 171,205 千円 0 千円

千円 5,682 千円 0 千円 0

0 千円 0 千円

0

千円 54,900 千円 千円 千円 千円

千円 4,773 千円 千円 千円 千円

千円 千円千円 105,850 千円

現年発生補助災害復旧負
担金（繰越分）

0 千円

0.0 人人

総事業費 0 千円 171,205 千円

人 0.00.95 人 0.0

人
件
費

人 0 千円

合計 0.0 人

0

人
報酬は事業費欄に
記載 人

報酬は事業費欄に記
載 人

報酬は事業費欄に
記載

会計年度任用
職員等 人

報酬は事業費欄に記
載 人

0 千円0.95 人 5,682 千円 人担当正職員

再任用職員 人 0 千円 人

千円

人 0 千円人 0 千円

関連事業
（同一目的
事業等）

道路橋梁維持補修事業、河川維持補修事業

コ
ス
ト

R7年度 R6年度 R5年度 R4年度 （決算） R3年度 （決算）

事
業
費

事業費合計 千円 165,523 千円

内訳

工事請負費164,912,000
円、資材価格等調査委
託料594,000円、電柱移
設補償17,420円、

目　的
（何をどうしたいの

か）

被災した道路や河川等の公共土木施設を復旧する。

事
業
概
要

対　象
（誰・何を
対象に）

市民（道路利用者、河川流域住民） 対象者数（全住民に対する割合）

30,290 人 100.0 ％

第4次5か年計
画の内容

事業内容
（手段、手法な

ど）

R7年度 R6年度 R5年度

実施方法

1直接実施 1直接実施

2業務委託（全部・一部） 測量業者、設計業者、土木工事業者、電気事業者

3指定管理（指定管理者）

予算事業名
土木施設災害復旧事業（繰越分） 事業開始年度 平成16年度

実施の背景
異常な天然現象に起因して被災した公共土木施設について、再度災害や被害の拡大を防止するため、迅速な対応を行う。

根拠法令等
公共土木施設災害復旧事業費国庫負担法 この事業の

全体計画

関係個別計画名 担当課名 都市建設課

令和６年度決算 作成時期/令和7年6月

事業シート（概要説明書）

11 2 1 [00000625]1 一般会計

戦略
該当 ×

市民提
案関連 ×

事務区分 1自治事務/ 2法定受託事務 1自治事務 係名 維持係

上位施策事業名
5計№

直接補助の場合
（補助先）

間接補助の場合
（実施主体）

R4年度 （実績） R3年度 （実績）

５か年計画上の
事業期間（令和）

人

（実績）

（決算）

（実績見込）

（決算見込）（予算）

（予算）

査定結果を基にした災
害復旧工事の実施（道
路18箇所）、資材価格
調査（1式）、電柱移設
（1式）

千円 千円

千円 0 千円

千円

報酬は事業費欄に
記載

千円 人 千円

財源

内訳

国県支出金

地方債

その他特財

一般財源

財源合計

0 千円 人 0 千円
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予算科目（款項目） - - -

予算事業名
土木施設災害復旧事業（繰越分） 事業開始年度 平成16年度

令和６年度決算 作成時期/令和7年6月

事業シート（概要説明書）

11 2 1 [00000625]1 一般会計

戦略
該当 ×

市民提
案関連 ×

/ / / / /

/ / / / /

/ / / / /

/ / / / /

/ / / / /

/ / / / /

/ / / / /

比較参考値
（他自治体での
類似事業の例

など）

特記事項

現況値の時点 設定根拠

事
業
の
自
己
評
価

自己評価
（担当課

による評価）

1不要・凍結　2国・県・広域が実施
3要改善　　　4現行どおり・拡充

4現行どおり・拡充

今後の事業の
方向性、課題

等

災害復旧事業は、業務量を予定することができなく突発的に発生するものであるため、職員にはかなりの負担となる。
災害査定までの間、ほぼ毎日時間外勤務となるため、決まった職員が長時間残業することがないよう、係を超えて共同で事務に
取り組んでいる。
　維持係の通常業務も並行して行わなくてはならないため、災害の発生件数が多くなれば必然的に時間外勤務も増えてしまうこと
から、業務の平準化が難しい。

事
業
成
果

成果
（目標達成

状況）

【成果指標名】（実績値/目標値）

箇所 18

現況値の時点 令和6年度 設定根拠

18

現況値の時点 設定根拠

現況値の時点 設定根拠

現況値 R7年度（予算） R6年度（見込） R5年度 R4年度 R3年度

道路災害復旧工事の実施 18

単位当たり
コスト

工事請負費 ／ 工事箇所数 千円

現況値の時点 令和6年度 設定根拠

道路災害復旧工事の実施 18 箇所

1

現況値の時点 令和6年度 設定根拠

18 18

R5年度 R4年度 R3年度

現況値の時点 令和6年度 設定根拠

1 式 1 1

単位

事
業
実
績

活動実績

【活動指標名】（実績値/目標値） 現況値 R7年度（予算） R6年度（見込）

電柱移設補償 1 式 1

資材価格等調査委託

9,161

単位
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